
 

 

 

 

 

 

麻しん（はしか）患者の来訪について 

 

他自治体の保健所管内で麻しん（はしか）患者（検査診断例）の発生がありました。管轄保健所が患者の

行動歴や接触者の調査をしたところ、本市への来訪があり、周囲に感染させる可能性のある時期に、下記の

とおり不特定多数の人が利用する市内の施設を利用していたことが判明しましたので、お知らせします。 

当該施設を同じ時間帯に利用された方で、利用された日から３週間の間に、はしかを疑う症状（別紙）が

現れた場合は、事前に医療機関に電話連絡の上、指示に従い受診してください。また、移動の際は、周囲へ

の感染を拡げないよう、公共交通機関等の利用を避けてください。 

 

 

【感染可能期間内に患者が利用した施設】 

利用施設 利用日時 

四川料理 四川陳麻婆 

（所在地：横浜市中区山下町 138−３ 東洋ビル） 

令和８年５月５日（火） 

午後８時 15分頃～午後９時 30分頃 

食楽酒場 関内店 

（所在地：横浜市中区常盤町５-62 

馬車道常盤ビル１階） 

令和８年５月５日（火） 

午後 10時 30分頃～午後 11時 45分頃 

東横 INN横浜スタジアム前２ 

（所在地：横浜市中区山下町 205-３） 

令和８年５月５日（火）～６日（水）宿泊 

５月６日 午前８時 30分頃～午前９時頃 朝食会場利用  

※各利用施設へのお問い合わせは御遠慮ください。 

現時点において、当該患者が訪れた施設を利用しても心配はありません。 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

【はしか発生動向】 

 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

横浜市 ０ ０ １ ０ ０ 20 ７※１ 

全 国 10 ６ ６ 28  45 265 462※２ 

※1令和８年５月14日時点  ※2第18週（４月27日～５月３日）（国立健康危機管理研究機構） 

接触者が特定できており、不特定多数が感染する可能性が低いため、個別の発表をしていない事例も含みます。 

 

 

 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

[件] 

令 和 ８ 年 ５ 月 1 4 日 
医 療 局 健 康 安 全 部 

患者の概要：40代 男性  予防接種歴：なし  渡航歴：あり 

経過等  ：５月６日 発症日（発熱） 

５月８日 鼻汁  

５月 10日 発疹出現 医療機関受診、はしか診断・届出 

５月 11日 他自治体衛生研究所が実施した遺伝子検査で陽性判定 

裏面あり 



【市民の皆様へのお願い】 

●はしかは昨年から、国内で多数報告されています。日頃の感染予防対策をお願いします。 

●海外への渡航予定のある方は、渡航先で流行している感染症を確認した上で予防接種などの感染予防対策の検

討をお願いします。 

●２回の予防接種を受けた方、過去に感染したことがある方は、免疫を獲得しているため、はしかの発症を予防

できるとされています。 

●母子手帳などで接種歴を確認し、小学生以上の方で２回接種をしていない場合は、ワクチンを接種することを

お勧めします。 

●定期接種の対象となる１歳と小学校入学前（年長児）の方は、接種期間に適切に予防接種を受けましょう。 

●ワクチン接種歴が不明な方は、抗体価の検査について医療機関に御相談ください。 

 

【お願い】 

報道機関各位におかれましては、感染症法の精神に基づき、患者及び患者家族等が特定されることがないよう、

格段の御配慮をお願いいたします。 
 

 

お問合せ先 

横浜市医療局健康安全課長   竹澤        Tel 045-671-2442 

別添資料あり 



 

 
●麻しんウイルスによる感染症で、非常に感染力が強く、抗体がない人が感染する

とほぼ 100％発症します。 

●麻しんは、一度かかった人及び２回の予防接種により十分な免疫をもっている人

は、発病や重症化のリスクが低くなると言われています。  

主な症状 
 

 

 

 

感染経路 
 

 
 

 

もし麻しん患者と接触したら？ 

 

 

麻しんの予防方法 

 麻しん(はしか)について 

☑ ワクチン 
・ 麻しんはワクチンで予防できます。母子手帳などで接種歴を確認し、小学生以上の方で 

２回接種をしていない場合は、ワクチンを接種することをお勧めします。  
・ 麻しん風しん混合（MR ワクチン）は予防接種法で定期予防接種の対象とされています。 

対象となる方は、接種期間に適切に予防接種を受けましょう。 
・ ワクチン接種歴が不明な方は、抗体価の検査について医療機関に御相談ください。 

抗体価が低い場合には、ワクチン接種をご検討ください。 

➤横浜市保健所「麻しん・風しんについて」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/yobosesshu/kansensho/kakusyukansensyou/measles.html 

 

・空気感染、飛沫感染、接触感染で咳やくしゃみ等の飛沫からだけでなく、麻しん患者と同じ 

空間にいるだけで感染します。 

・麻しん患者と最後に接触した日から 21日間は毎日体温を測り、健康観察をしましょう。 

・万が一、症状が現れた場合は事前に医療機関に連絡し、医療機関の指示に従って受診して 

ください。移動は周囲への感染を拡げないよう、公共交通機関等の利用を避けてください。 

 

別 添 

 

・感染すると 10～12日間の潜伏期間を経て、発熱、咳、鼻水など風邪のような症状が現れ、 

２～３日間発熱が続いた後に、39度以上の高熱と全身に赤い発しんがでます。 

・症状が出現する１日前から解熱後３日くらいまで周りの人に感染させる力があります。 

 
 

 

※夜間、休日の医療機関案内は、＃7119、かながわ救急相談センター  

045-232-7119、045-523-7119（24 時間・年中無休）にご相談ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/yobosesshu/kansensho/kakusyukansensyou/measles.html
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